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　『統治二論』と日本国憲法との関連を指摘した論文は 1940 年代と 50 年代に
（１） 　この語の代わりに反抗権や抵抗権という語を使う研究も多いが、ここからは革命権
で統一する。ただし、参照文献からの引用においてはこの限りではない。




















































については③であらためてふれたい。（1952a 山崎：53 － 54、1952b 山崎：5，




































無視」したのである。（1951a 山崎：34、1951b：山崎：38 － 39、1953 酒井：



















　信託の起源は中世のユースにあり、その語源は ad opus（to the use of）である。
土地保有者Ａが他の者Ｂに不動産権を譲渡するが、その際、当該譲渡はあく


















































Contract between King and People）」の観点から王位継承秩序の変革を考えた。
彼らに対して、ロックは非抵抗も「原始契約」の存在も認めず、信託的政治




入門第 4版』（深尾裕造訳）関西学院大学出版会、2014 年、第 II部、96 － 105 頁。植
田　淳「信託とその設定方法」、神戸外大論叢（神戸市外国語大学研究会）、64 －２、
2014 年、127 － 128 頁。戒能通厚編『現代イギリス法事典』新世社、2003 年、36 － 38
頁。田中英夫編集代表『英米法辞典』東京大学出版会、1991 年、passive trust､Statute of 
Uses､use､use upon use の項、参照。ただし、二重ユースから近代的信託制度への展開に
ついて、ここでの通説的説明には批判がある。戒能通厚『イギリス土地所有権法研究』
岩波書店、1980 年、94 － 98 頁。ジョーンズ自身も二重ユースの過大評価に注意して
いる。（53 頁）


























し（has abdicated）、王座は空位（vacant）になったという結論に落ち着く。House of 
Lords Journal, Volume 14, 6 February 1689, British History Online, http://www.british-history.











































































































































　次に、国王処刑後から王政復古に至るまでの空位期（1649 － 1660 年）は
司法にとっても大変動期であり、民訴裁判所と王座裁判所との対抗、そして
（７） 　マーク・ゴルディ編『ロック政治論集』（山田園子・吉村伸夫訳）法政大学出版局、
2007 年、215 － 220 頁、「大陪審選出」（1681 年）。

























（８） 　J・H・ベイカー、前掲書、第Ｉ部、62 － 64，68 － 70 頁。
（９） 　『完訳　統治二論』（加藤節訳）岩波文庫、2010 年、293 頁。


























（11） 　‘John Aubrey to [Locke?], 11 February 1673', in E.S.de Beer(ed.), The Correspondence of 
















































1948b 太田可夫  『イギリス社会哲学の成立』弘文堂（『イギリス
社会哲学の成立と展開』水田洋編、社会思想社、
1971 年）
1948 清宮四郎  「日本国憲法とロックの政治思想」国家学会雑誌，
62 －１
1948 鳥井博郎訳  ジョン・ロック著『デモクラシイの本質』若草
書房
1948 松浦嘉一訳 『ジョン・ロック政治論』東西出版社
1949 長谷川正安  「ジョン・ロック「政治論」（第２部）の分析－
18 世紀自然法思想史序説－」理論，１
1949 服部辮之助訳  ジョン・ロック著『民主政治論：国家に関する
第二論文』霞書房
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論の基本課題』由利書房
1949 丸山真男  「ジョン・ロックと近代政治原理」法哲学四季報，
３（『戦中と戦後の間』、みすず書房、1976 年所収）
1950a 鈴木秀勇 「ロックの自然法の性格」一橋論叢，23 －６
1950 山崎正一 『近代イギリス哲学の形成』春秋社
1951 井上　茂  「ホッブスからロックへ」『法思想の潮流』（日本
法哲学会編）朝倉書店
1951 種瀬　茂  「ジョン・ロックの経済論：利子に関する論文を
中心として」一橋論叢，26 －４
1951a 山崎時彦  「ロック政治思想の妥協的性格について」経済学
雑誌（大阪市立大），24 －３
1951b 山崎時彦  「ジョン・ロック「政府二論」の妥協的性格と同
盟権の思想」季刊法律学，10
1952a 太田可夫  『力について──人間悟性論第二巻二十一章の一
つの研究』如水書房
1952 酒井吉栄  「ジョン・ロックの憲法思想研究序説－その成立
のための二つの基本的条件の考察－」法政研究
（九州大学法政学会），19 －４
1952 濱林正夫  「ジョン・ロック経済論の研究」商学討究（小樽
商科大学経済研究所），２－３
1952a 山崎時彦  「ジョン・ロック政治思想に関する二つの研究」
季刊法律学，13
1952b 山崎時彦 『名誉革命の人間像』有斐閣
1953 植木憲二  「ロックの社会思想史的一考察」三田学会雑誌，
46 －７




1953 酒井吉栄  「ジョン・ロックの法と国家に関する一試論─そ
の市民社会即ち、政治社会の構造論を中心とし
て」愛知大学法経論集，６
1953 羽鳥卓也  「ジョン・ロックの政治哲学と経済理論（１・２）」
商学論集（福島大学経済学部経済学会），22 －１，
22 －３
1953 福田歓一  「道徳哲学としての近世自然法（一・二）」国家
学会雑誌，　66 －５・６・７，　67 －５・６
1954 酒井吉栄  「ロックにおける人権思想の特質と限界　―その
社会哲学における国家と教会との問題に関連し
て―」愛知大学法経論集，９
1954a 鈴木秀勇  「ジョン・ロックの政治哲学における「同意」理
論」一橋論叢，32 －５
1954 羽鳥卓也  「ロックの国家論とイギリス重商主義──ヒュー
ムの所説との対比」一橋論叢，32 －５（1957『市
民革命思想の展開』所収）
1954c 濱林正夫  「ロック経済思想の社会的基礎」商学論集（福島
大学経済学部経済学会），22 －６
1955 酒井吉栄  「ロックにおける政治機構論の特質と背景」愛知
大学法経論集，12
1955a 鈴木秀勇訳  「ロック　統治論　第二篇」『世界大思想全集　
８　哲学・文芸思想篇』河出書房
1955b 鈴木秀勇  「ジョン・ロックと民俗誌」一橋大学創立八十周
年記念論集，上巻，勁草書房
1956 服部辮之助 「ジョン・ロック」社会思想研究，８－７
1957 落合　勇  「ロックと日本国憲法」『吉田一枝教授還暦記念
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　法学及び政治学の諸問題』ミネルヴァ書房
1957 種瀬　茂  「ジョン・ロックによる経済の構造的把握」一橋
論叢，35 －２




1959 大谷恵教  「ジョン・ロックと 1669 年の北米力ロライナ基
本憲法」拓殖大学論集，25
1959 松下圭一 『市民政治理論の形成』 岩波書店
1960 井上公正  「ロックの初期の寛容論」奈良女子大学文学会研
究年報，４
1960 梅崎光生訳 ジョン・ロック著『教育論』明治図書
1960-1961 大谷恵教  「ジョン・ロックの生涯と人格・思想形成（１～
３）」拓殖大学論集，23・24・26
1960 中村恒矩  「ロックの寛容論についての覚書」一橋論叢，44
－２
1960 平野　耿  「『自然法論』におけるロックの認識理論」東洋
大学教養部紀要，１
1960 ロゲンドルフ、J．  「書評　ユリウス・エビングハウス訳編『ジョン・
ロックの寛容に関する書簡』」ソフィア（上智大
学），９－１
1961 井上公正  「ロックの中期の寛容論」奈良女子大文学会研究
年報，５
1961 井上　茂 『自然法の機能―思想史的考察―』勁草書房




1961 酒井吉栄  『近代憲法思想史研究：十七・八世紀英米ブルジョ
ア革命期における憲法思想の潮流』評論社
1962 高梨幸男  『自然法と民主主義の思想構造──ジョン・ロッ
ク研究序説』日本評論社
1962 永井義雄 『イギリス急進主義の研究』御茶の水書房
1962 浜林正夫訳  ジョン・ロック「自然法論」、「宗教的寛容に関
する書簡」『世界大思想全集．社会・宗教・科学
思想篇２』河出書房新社
1963 中村恒矩  「ロックの思想形成と自然研究─『医学について』
を中心に―」一橋論叢，49 －１ 
1964 鎌井敏和  「ジョン・ロックの宗教自由論」倫理学研究（東
京教育大学倫理学会），12
1964 浜林正夫訳  ジョン・ロック『統治論』（『世界思想教養全集
イギリスの近代政治思想』河出書房新社）
1964b 平井俊彦 『ロックにおける人間と社会』ミネルヴァ書房
1964 三上隆三  「ジョン・ロックの初期利子論について」経済理
論，78
1964 水田　洋  『イギリスの近代政治思想』概説（『世界思想教
養全集　イギリスの近代政治思想』所収）
1965 木村伊勢雄  「宗教と道徳と政治―ロックの思想を中心として
―」東京学芸大学研究報告，16 －１
1965 土岐邦夫  「自然権と社会契約」野田又夫編『市民社会の成
立　思想の歴史７』平凡社
1965 中村恒矩  「ロックにおける寛容論の発展」一橋論叢，54
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1965 Yajima, Mikio（矢島幹雄）
   ‘John Locke and Jonathan Edwards'帝塚山大学紀
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1966 井上公正  「ロックの革命権思想に関する一考察」奈良女子
大文学会研究年報，10
1966 川中藤治  「ジョン・ロックの財産観（１－３）」法学論叢，
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録，６
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   対談　付録 27「市民社会の原理」とは何か（1968
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1968（2005） 田中正司  『ジョン・ロック研究』未来社（『ジョン・ロッ
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